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１
．
成
合
地
区 

成
合
地
区
は
、
JR
高
槻
駅
の
東
北
、

は
る
か
丹
波
ま
で
連
な
っ
て
い
る

山
並
み
の
麓
の
、
小
さ
な
盆
地
で
、

檜
尾
川
上
流
一
帯
に
位
置
す
る
。 

地
内
に
能
因
法
師
の
桜
で
有
名

な
金
竜
寺
が
あ
る
。 

天
保
年
間
（1830

～1843
）
に
は

綿
作
が
お
こ
な
わ
れ
て
お
り
、
慶
応

２
年
（
１
８
６
６
）
に
は
、
富
田
紅

屋
酒
造
株
引
分
け
人
の
酒
屋
１
軒

が
あ
り
５０
石
造
っ
て
い
る
。 

江
戸
期
～
明
治
２２
年
の
村
名
は

成
合
村
で
約
三
百
石
余
り
で 

高
槻

藩
領
７０
石
余
り
、
金
竜
寺
領
３０
石

余
り
と
な
っ
て
い
た
。 

産
物
は
、
米
・
麦
・
野
菜
の
ほ
か

薪
・
松
茸
・
ス
パ
イ
（
素
灰
）
を
淀

川
筋
道
齋
浜
ま
で
出
荷
し
て
い
た
。 

２
．
桧
尾
川 

桧
尾
川
は
高
槻
市
域
を
流
れ
る

河
川
と
し
て
は
芥
川
に
次
ぐ
流
路

延
長
（
１２
＋
２
ｋ
ｍ
）
と
流
域
面
積

を
有
す
る
。
そ
の
水
源
は
ポ
ン
ポ
ン

山
山
塊
東
部
の
本
山
寺
南
方
尾
根

に
発
し
、
神
峰
山
寺
南
方
の
川
床
標

高
１
２
０
ｍ
付
近
ま
で
は
平
均
勾

配
約
１０
分
の
１
と
い
う
急
流
を
な

し
て
南
南
西
流
す
る
Ｖ
字
谷
を
刻 

ん
で
い
る
が
、
成
合
谷
の
南
端
で
、

安
満
山
と
紅
茸
山
と
の
間
の
狭
隘

部
を
南
北
方
向
に
切
っ
て
淀
川
低

地
に
顔
を
出
し
た
桧
尾
川
は
、
そ
こ

で
急
に
水
路
を
南
東
へ
変
え
、
安
満

山
の
南
麓
に

沿
っ
て
山
手

町
と
萩
之
庄

と
の
境
界
ま

で
山
麓
線
に

沿
っ
て
曲
流

し
た
の
ち
、

ふ
た
た
び
流

路
を
南
に
転
じ
て
前
島
町
の
南
方

で
淀
川
に
合
流
し
て
い
る
。 

桧
尾
川
流
路
の
人
工
的
改
変 

こ
の
安
満
山
南
麓
沿
い
に
曲
流

す
る
桧
尾
川
の
現
流
路
は
ほ
ぼ
等

高
線
に
平
行
し
て
お
り
、
本
来
等
高

線
を
切
っ
て
流
れ
る
性
質
を
有
す

る
河
川
の
流
路
と
し
て
は
、
き
わ
め

て
不
自
然
な
様
相
を
呈
し
て
い
る
。 

高
槻
市
は
、
桧
尾
川
に
つ
い
て
は
、

１
時
間
雨
量
50
ミ
リ
に
は
対
応
済

で
、
桧
尾
川
も
芥
川
も
い
わ
ゆ
る
天

井
川
で
川
床
に
砂
が
堆
積
し
、
よ
り

浅
く
な
る
の
を
防
止
す
る
た
め
、
現

在
、
桧
尾
川
上
流
に
砂
防
ダ
ム
に
取

り
組
ん
で
い
る
と
の
こ
と
。 

３
．
成
合
春
日
神
社 

応
永
（1394-1428

）
年
中
ま
で
、

成
合
の
春
日
神
社
は
社
領
も
あ
り
、

近
郷
近
在
の
春
日
社
の
本
社
と
し

て
の
社
格
を
保
ち
、近
郷
７５
郷
に
わ

た
っ
て
住
民
の
崇
拝
を
集
め
て
神

事
祭
礼
が
勧
め
ら
れ
て
い
た
。
春
の

祭
礼
に
は
能
５
番
が
演
じ
ら
れ
、
さ

ら
に
秋
１１
月
の
初
申
の
日
に
は
能

３
番
が
奉
納
さ
れ
る
と
い
う
荘
厳

華
麗
な
も
の
で
あ
っ
た
と
い
う
。 

４
．
タ
チ
ソ 

成
合
村
の
北
の
は
ず
れ
、
西
檜
尾

川
の
左
右
の
山
腹
に
、「
タ
チ
ソ
」

は
計
画
さ
れ
ま
し
た
。
タ
チ
ソ
は
太

平
洋
戦
争
末
期
に
計
画
さ
れ
た
旧

陸
軍
の
暗
号
で
、 

高
槻
の
タ
、
地
下

の
チ
、
倉
庫
の
ソ
で
す
。 

昭
和
１９
年
（
１
９
４
４
）
の
７
月

７
日
、
マ
リ
ア
ナ
諸
島
の
サ
イ
パ
ン

が
陥
落
し
、
守
備
隊
３
万
人
と
住
民

１
万
人
が
戦
死
ま
た
は
自
決
し
ま

し
た
。
日
本
全
土
へ
の
空
襲
の
危
機

が
迫
っ
た
の
で
す
。
こ
れ
に
備
え
る

た
め
、
全
国
に
地
下
軍
事
施
設
を
つ

く
る
こ
と
が
、７
月
１８
日
の
東
条
英

機
内
閣
最
後
の
閣
議
で
あ
わ
た
だ

し
く
決
め
ら
れ
ま
し
た
。 

こ
の
工
事
に
動
員
さ
れ
た
労
働

者
は
、
地
元

の
村
民
、 

高

槻
医
専
・
北

野
中
学
・
関

西
工
業
学
校

な
ど
の
動
員

学
生
の
ほ
か
、

最
も
危
険
な
ト
ン
ネ
ル
開
さ
く
分

野
に
つ
い
て
は
韓
国
人
労
働
者
が

投
入
さ
れ
、
そ
の
数
３
＊
５
０
０
人

と
も
言
わ
れ
て

い
ま
す
。そ
の
他
、

滋
賀
県
の
土
倉

鉱
山
の
労
働
者

も
動
員
さ
れ
た

模
様
で
す
。 

５
．
イ
ン
タ
ー
予
定
地 

 

平
成
17
年
4
月
よ
り
高
槻JCT

よ
り
西
の
区
間
に
つ
い
て
設
計
協

議
が
開
始
さ
れ
て
い
る
。 

設
計
協
議
と
は
、
日
本
道
路
公
団

が
高
速
道
路
の
構
造
に
つ
い
て
説

明
し
、
関
連
す
る
道
路
、
河
川
、
水

路
等
の
交
差
の
方
法
や
、
施
行
区
分
、

維
持
管
理
区
分
等
の
考
え
方
に
つ

い
て
、
市
と
協
議
す
る
も
の
で
す
。 

06
年
2
月
に
開
か
れ
た
国
土
開

発
幹
線
自
動
車
道
建
設
会
議
（
国
幹

会
議
、
国
土
交
通
大
臣
の
諮
問
機

関
）
で
、
建
設
の
是
非
が
焦
点
と
な

っ
て
い
た
第
二
名
神
の
「
抜
本
的
見

直
し
区
間
」 

（
大
津
―
城
陽
、
八
幡

―
高
槻
の
二
区
間
、
計
３５
ｋ
ｍ
）
の

扱
い
が
先
送
り
さ
れ
た
。 

近
隣
の
高
速
道
が
開
通
す
る
３
年

後
を
待
っ
て
交
通
状
況
を
検
証
し
、

建
設
か
中
止
か
の
判
断
を
す
る
方

針
だ
。
し
か
し
、
国
土
交
通
省
な
ど

は
整
備
に
前
向
き
な
姿
勢
を
崩
し

て
お
ら
ず
、
道
路
公
団
改
革
前
に
計

画
さ
れ
た
全
国
９
＊
３
４
２
ｋ
ｍ
の

高
速
道
は
結
局
、
全
線
が
実
現
す
る

方
向
と
な
っ
た
。（
神
戸
新
聞
） 

わ 

が 

ま 

ち 

紹 

介 
 
 
 

自
然
と
開
発
の
調
和
を
問
う 

成

合

地

区 

 

10月度行事予定 
"隠れキリシタンの里：千提寺地区" 

月  日：平成18年１０月１９日（木）  

集合場所：阪急茨木市駅（北口）バス停

８：４５集合    

交通案内：阪急バス 阪急茨木市駅 

１－②乗り場８：５５発  

忍頂寺行き 千提寺口バス停下車  

11月度行事予定 
“歴史の里：清水地区” 

月  日：平成18年１1月１6日（木）  

集合場所：高槻市営塚脇バス停 

交通案内：高槻市バスＪＲ高槻駅前北 

塚脇行き ②乗り場  

１３：０６発  

塚脇バス停下車(１３：２０頃) 

 

 

たかつき秋の市予定 
市民との交流を深めよう 

平成18年１０月２１日(土) 

フリーマーケット出店と 

  スタッフ活動（10時～15時） 

平成18年１０月２２日(日) 

 スタッフ活動 

出品と参加協力お願いします。 
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き
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